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世界時価総額ランキング 

消費行動にダイレクトに課金で
きる。ネットワーク外部性により
ひとたびシェアをとると急成長 
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（２０１９年３月末） 
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ドイツの２０３０コンセプト 
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Autonomous 

（自律性） 

Interoperability 

（相互運用性） 
Sustainability 

（持続可能性） 
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ハノーバーメッセでＣＩＯＦを発表 
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ハノーバーメッセでＣＩＯＦを発表 
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日刊工業新聞２０１９年３月１２日（１面） 
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Connected Industries Cooperation Project 

7 



(C) 2019. Industrial Value Chain Initiative 

ＩＶＩＭチャート： IVIモデラーより 
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ＩＶＩＭチャート： 16チャートの内訳 
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チャート名 内容 位置付 

1 困りごとチャート 現場の困りごとをボトムアップで定義する ① 

2 なぜなぜチャート このましくない現実の、真の原因・課題を明らかにする ① 

3 目標計画チャート 現状をあるべき姿へ移行するにステップをふんで結果を出す ① 

4 組織構成チャート 目的を達成するための機能が組織で構成されている場合に、その構成を明らかにする ② 

5 いつどこチャート 定型的な業務の流れ（業務フロー）を表す ② 

6 やりとりチャート ＡＳ－ＩＳ、ＴＯ－ＢＥのシナリオを描く ①② 

7 動展開チャート 役者が行う活動を、さらに操作のレベルまで詳細化する ①② 

8 見える化チャート  情報の具体的な表記方法を示す ①② 

9 モノコトチャート モノとモノとの関係、モノの振る舞い、機能を定義する ①② 

10 ロジックチャート デジタルな処理をサイバー側で行う場合のその内容を説明する ② 

11 割り振りチャート  モノや情報における項目が、データのどの項目に相当するか割振る ② 

12 状態遷移チャート  ある状態が、イベントによって別の状態に遷移する様子を定義する ② 

13 プロセスチャート ロジック、モノ、情報のプロセスの詳細な構造を定義 ②③ 

14 データ定義チャート  対象となるデータの関係構造を表す ②③ 

15 コンポーネントチャート コンポーネントベンダーやサービスプロバイダーの製品やサービスをコンパクトに定義する ③ 

16 レイアウトチャート 最終的にＴＯ－ＢＥのしくみとして、業務シナリオが実際に存在する場所において、どのよう
なレイアウトで、何がそこに存在し、コンポーネントなどのＩＴ側のリソースを用いて実現され
るのかを示す 

③ 
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各業務シナリオＷＧの成果データ 
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統合ビューアで表示 
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標準仕様 

現場の 

業務Ｂ 
現場の 

業務Ａ 

標準の接続仕様に自分を合わせる 

接続仕様を自分の仕様に合わせる 
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ゆるやかな標準で世界を広げる！ 

ターミナル 

連携辞書 

現場の 

業務Ａ 
現場の 

業務Ａ 

接続仕様 

自分の仕様に近い
辞書を用いて接続仕
様を個別に定義 

単一の接続仕様に合わ
せないとつながらない 
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IVIメンバー 
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250+ companies, 600+ individuals 
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製造プラットフォーム連携による課題解決 
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知財としてのデータのオープン＆
クローズビジネスモデル開発 

検査データ管理による品質保証
の強化と製造業の高付加価値化 

ブロックチェーンによる製造・金融
連携と中小企業の取引強化 

シナリオ１：加工データの拠点間流通と利活用 

シナリオ２：検査データ共有による課題発見 

シナリオ３：企業間の進捗データ共有と自動検収 

個別受注品あるいは試作品に対応して、
現場で対話的に作成した工作機の制御
用プログラムを、部分的な加工条件や制
御補正値にまで分解して共有する。実
際の注文に対し、この加工データを個別
の加工作業と対応付けることで、原価、
品質、納期などの管理を拠点間で行う。 

ロボットによる加工部品の搬入、搬出、お
よび加工後の品質検査（画像検査）
の結果と環境データとを紐づけ、エッジ内
部で品質管理を行うため必要なデータを
外部から取得。品質問題が発生した際、
エッジ内部のディープデータ(加工詳細情
報)より、原因を特定、改善につなげる。 

メーカーからサプライヤーに支給品が到着し
た時点で受発注が成立。工場内の資材
の通過点でＩｏＴの関所を設けて、そこ
で情報履歴を取得する。必要な検査デー
タは各関所でチェックし、完成し出荷可能
となった時点で支払い完了となる。完了の
通知を受け取ったメーカーあるいは運送業
者が完成品を取りに行く。 

社会
課題 

社会
課題 

社会
課題 
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配達証明付き国際郵便（ゆるやかな標準） 
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HCS 
HCS 

HCS 

HCS 
HCS 

HCS 

HCT 

ターミナルさえあれば
どこでもつながる 

ハイパー 

コネクション 

ターミナル 

スマートな
ものづくり
単位（現場） 

スマートな
ものづくり
単位（現場） 

ｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝﾌｪｰｽﾞ 

取引契約フェーズ 

取引実施フェーズ 

取引確認フェーズ 

ハイパーコネクション 

サーバー 

クラウドサービス HCT 

HCT 

HCT 

HDS 

辞書サーバー 

必要なデータを必要
なときに必要なところ
で利用する 

エッジを 

強化 
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製造PF 

現場（エッジ）をデジタルで強化する 

製造PF 

製造PF 

Connected 
Industries 
Open Framework 

現場はデータの提供者 

 

 

データを呼び込み 

現場で知識を生み出す 
生産現場の 

豊富な知識 

オープン（協調） 

クローズ（競争） 

 自律分散型 
（相互連携） 
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データによる業務連携ができるしくみ 
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× 

CSV CSV 

HC

T 

HC

T 

HC

T 

HC

S 
事務所 

加工現場 

修理／サービス 

事務所と現場をつなぎます。 

郵便感覚でデータを送れます。 

送付した事実は証明できます。 

取引先 ＩｏＴの現場 

オートメーション 
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機能がシンプルなのでつなぎやすい！ 

 リアルタイムではありません。 

• データの送信は、ファイル単位でありバッチ（まとめ）
処理となります。一回の送信に数秒かかる場合も多
く、リアルタイムな制御などではつかえません。 

 やりとりはありません。 

• データの提供者、データの利用者の間で、データの
送信は１回で完了します。複雑な取り決め（プロトコ
ル）に対応したロジックは設定できません。 

 データは保持しません。 

• データの提供者とデータの利用者の間で、バッファと
して一時的なものを除けば、システムは、送信データ
を保持することも、開封することもできません。 

 

17 

特徴１ 
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辞書による変換で世界が変わる 
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データの提供者とデータの利用
者で、データが異なる用語を用い
て、異なる意味で記述されている 

共通の用語を定義し、それぞれ
の側が共通の意味でデータを記
述し活用できるように徹底する。 

すでに決まった共通の用語で定
義できない場合は、相手の知らな
いところで個別の用語を利用する。 

それぞれの側で独自の用語を定
義し、それらの用語を辞書として
共通の用語で定義し関連づける。 

それぞれの側でボトムアップに用
語の定義や改変が可能であり、
システムの柔軟性が大幅アップ。 

従来の 

アプローチ 

新しい 

アプローチ 

特徴２ 
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データ連携のためのプロファイル 

利用 

プロセス 
データ 

個々の伝送内容 

サービス 

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ 

データ 

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ 

契約 

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ 

契約プロファイルは、データを
流通させる際の権利関係や
対価の支払いに関する合意
内容を2者間で定めたもの 

HC

T 

EC

U 

ED

U 

イベント 

ひな形 契約履歴 

HC

T 

EC

U 

ED

U 

取得プロセス 

データ 
☑・・・・・・ 
☑・・・・・・ 
☑・・・・・・ 

事前の合意 

■誰が使うか（ＥＳＵ） 
■どこで使うか（ＥＤＵ） 
■何に使うか（ＰＣＩ） 
■いつ使うか 

■どれだけ使うか 

有効期間  □ ＿日まで 

有効回数  □ ＿回まで 

データ保存 □許可（場所） 
利用履歴  □必須（＿日） 
報告義務  □都度／集計 

報告内容  □ECR／PCE 

契約書 

特徴３ 
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システム基本構成 
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F/W 

インターネット 

HCS 

HCT 

ECU 

EDU 

HDS 

EDU EDU 

EAU 

LAN（TCP/IP） 

工業用Ethernet等 

HCS 

サイト（エッジ）内 

HTTPS 

HTTPS 

１つのHCTがローカル

にアクセス可能な範囲
をサイトとして定義する。 

HCTはインターネット上
の１つのHCSにアクセ
スすることができる。 

辞書 

サーバ 

連携サーバ 

連携ターミナル 

コントロール 

ユニット 

デバイスユニット 

アプリケーション 

HCM 

連携マネージャ 
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プラットフォーム間連携のフレームワーク 

HCS HCS HCT HCT ECU 

送信側 

サービス 

受信側 

個別辞書 

送信側 

個別辞書 
共通辞書 

項目を 

変換 

ECU 

受信側 

サービス 

DT

M 

連携 

ターミナル 

連携 

サーバー 

連携 

サーバー 

HDS 

SDD 
ADD ADD 

変換 

マップ 

DT

M 変換 

マップ 

連携 

ターミナル 

項目を 

変換 

インターネット（暗号化） 

生産現場 

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ 

取引 

プロファイル 
取引 

プロファイル 

ﾃﾞｰﾀﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ 

ｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ 

契約ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ 

辞書サーバー 

生産現場 

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ 

☑データの内容を事前に規定 

☑データの用途を事前に同意 

☑データの権利と義務を契約 

HCM 連携 

マネージャ 
HCM 

①PULL型 
→必要なデータを 

都度要求する 

②PUSH型 
→イベントごとに 

データを提供する 
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連携 

マネージャ 
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製造PF 

現場（エッジ）をデジタルで強化する 

製造PF 

製造PF 

Connected 
Industries 
Open Framework 

現場はデータの提供者 

 

 

データを呼び込み 

現場で知識を生み出す 
生産現場の 

豊富な知識 

オープン（協調） 

クローズ（競争） 

 自律分散型 
（相互連携） 
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本年度のトレンド 

•現場のＩｏＴデータ（センサーデータ）から、活動デー
タ、動作系、原因系へ一ランクアップ。それらを組
み合わせた意味ありデータをベースに意思決定。 

• データを取得する前にモデル化を行い、情報の引
き出しを整備したうえで、あらかじめ意図した対象
やタイミングで、対象データを蓄積する。 

•状態の診断や特徴判別などの診断型アプリから、
スケジューリングやプランニングなどの全体最適を
思考したアプリによる垂直統合の流れ。 

•見える化、可視化によって人の判断を促し、人との
協調による生産システムを志向。人の能力を的確
に把握し高める、同時にポカミスなどもなくす。 
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業務シナリオの３つのカテゴリー 

• PoC型：先進的な手法や技術にトライする実証実
験の場として参加したい。 
→従来の業務シナリオと同等にＴＯ－ＢＥシナリオ
に対する実現可能性の評価のレベル 

•堅実実装型：高度でなくてもよいのが実際的で安
価に実装できるツールを試したい。 
→いかに簡単に、いかに低コストでできたかという
実装までのプロセスを重視 

• CIOF連携：CIOFにより企業を超えたデータ流通
をプラグインで実装ができるか試したい。 
→これまではできなかった業務プロセス、ビジネス
モデルを実現できるかがポイント 
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ＩＶＩの構成 
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ＩＶＲＡ 

ＣＩＯＦ 

ＭＭＩＴ 

ビジネス連携
委員会 

教育普及 

委員会 

総合企画 

委員会 

プラットフォーム 

委員会 
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広域のトレーサビリティ 

A社 

C社 

F社 

E社 

PLU-P 

ID 

PLU-P 

ID 

PLU-P 

ID 

PLU-P 

ID 

フィジカル 

コンテナ HCT 

HCT 

HCT 

HCT 

HCS 

登録をしな
いと決済で
きない 

003 

003 

009 

¥ 

HCS 

009 

009 

017 

¥ 

HCS 

017 

017 

035 

¥ 

HCS 

035 

登録をしな
いとコンテナ
が開かない 

トランザクションに
従って決済する 
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個別化、多様化への対応 

モノ によるバリエーション 

企画 設計 生産 販売 利用 修理 廃棄 

生産 販売 利用 修理 廃棄 

販売 利用 修理 廃棄 

（ドイツ流） 

利用 修理 廃棄 

コト によるバリエーション 

利用 修理 廃棄 

販売 利用 修理 廃棄 

生産 販売 利用 修理 廃棄 

企画 設計 生産 販売 利用 修理 廃棄 

・・・ ・・・ ・・・ 

販売した後でもさまざま
な「コト」に対応して製品
の機能が負荷される。 

単なる付加サービスだと差別
化できない。製品に組み込ま
れたサービスであること。 

マスカスタマイゼーション 

オープンカスタマイゼーション 
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多様化の時代は小さい企業がリードする！ 

大量生産の時代 

大企業 

中小企業 

モノづくり 

個別化、多様化の時代 

中小企業 

大企業 

モノを介したサービス 

お金の流れ 

中小企業は
大手からお
金をもらう 

お金の流れ 

中小企業は
多様なニーズ
に対応する 

常に変化する中小企業 

基盤を支える大企業 
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日本の情報産業はこう変わる！ 
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プラットフォーム 

サービス 

コンポーネント開発 

ソリューションサービス 

基盤技術開発 

大企業 

中小企業 

死滅 死滅 

賃加工 人月請負 

製品開発 一括 

受注 

個別設計 

実装請負 製造受託 

部品設計 

お金の 

流れ 

大企業 

中小企業 

飛躍 

飛躍 

飛躍 

飛躍 

IT企業の 

取引構造 

製造業の 

取引構造 

IoT時代（2025年ころ） 
の取引構造 

第1次 第2次 第3次 第4次産業革命 
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ＩＶＩのＤＮＡ 

ＩＶＩのＤＮＡ 

その１．やってみてから考える 

その２．答えは現場が知っている 

その３．意識を持てば仲間が増える 


